


 BLP解説 
Blind（全盲・見えない）                                       
光の明暗さえも分からない状態から、文字認識困難になるレベルで全盲とするなど
定義はあいまいだが、ほぼ見えない状態。ただし、パソコンやスマホは画面読み上
げ機能を用いて操作可能。また、記憶・触覚・聴覚をフル動員させて視機能を補う
ため、世間の想像以上に「出来る」全盲者は多い。もちろん個人差もある。

Low vision（弱視・見えにくい） 
全盲以外の視覚障害を指す。視力低下・視野狭窄・色覚障害など。視力障害の場合
は拡大読書器やルーペなどの視機能補助具を使う。また、白杖を持ち始めるのは手
帳2級以上になってからの人が、パソコンやスマホの文字を音に変換する画面読み
上げ機能の使用は1級になってからの人が多い。

この現実から分かるように、白杖を持つものの、スマホは目で見るといった視覚障
害者は珍しくないが、白杖を持つ＝全盲という思い込みを持つ人から誤解されるこ
とがある。

また、白杖を持たない視覚障害者も多く、そういった人たちが障害者手帳や障害年
金を取得しているからといって詐病というわけではない。

PDES（眼球使用困難症・目を使うのが困難） 

上の2つが目を開けても見えない・見えにくいのに対し、こちらは目を開ければ見
ることは可能だが、目を使うのが困難という状態。2017年に眼球使用困難症候群と
して提唱された。極度の光過敏やドライアイ・まぶたの障害等からこの状態に陥
る。このなかでほとんど目を使えない者は全盲、少しは目を使える場合はロービ
ジョンとも言える。

しかし、あえて別区分としてこのPDESを入れたのは、この障害が医学界・行政・
民間全てにおいてほとんど知られていないため、全盲やロービジョンと同等に肩を
並べる障害として世間に認識してもらいたく、あえて別枠で表示した。


